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第 4 回定例会において、市の施策の状況や方針について、
13 名の議員が市長、教育長などに対して一般質問を行い
ました。誌面の都合上、要約し掲載します。

いわみざわ市議会だより　第 142 号 2

一般質問

質問項目の詳細につきましては、発言通告書をご覧ください。

質 問
一般質問
１２月６日（第２号） １２月 9 日（第３号）

市政クラブ 太田 博之 議員
市民クラブ 武田 貞行 議員
みどりの会 松本 一郎 議員
みどりの会 河合 清秀 議員
市民クラブ 新井 優也 議員

一般質問
公明党 猪口 満雅 議員
日本共産党議員団 山田 靖廣 議員
民優会 坂井 照美 議員
市民クラブ 平野 義文 議員
公明党 斉須 正友 議員

１２月１０日（第４号）

一般質問
日本共産党議員団 上田 久司 議員
民優会 大和 勝 議員
市民クラブ 枝廣 晴基 議員

令
和
６
年
度
農
業
情
勢
に
つ
い
て

質　
資
材
飼
料
及
び
燃
油
高
騰
に
対
す
る
支
援
措
置
の
考
え
に

つ
い
て

答　
【
市
長
】
市
で
は
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
令
和
４
年
度
、

５
年
度
に
物
価
高
騰
対
策
農
業
経
営
緊
急
支
援
事
業
と
し
て
、

１
戸
当
た
り
10
万
円
を
交
付
し
２
年
間
で
総
額
１
億
５
千

200
万

円
の
支
援
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
政
府
が
先
月
29
日
に
閣
議
決

定
し
た
補
正
予
算
案
に
お
い
て
物
価
高
騰
影
響
緩
和
対
策
と
し

て
、
施
設
園
芸
等
の
燃
料
高
騰
対
策
や
農
業
者
等
へ
の
金
融
支

援
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
臨
時
国
会
で
の
成
立
後
、
速
や

か
に
実
効
性
の
あ
る
支
援
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い

る
。

　
な
お
、
本
年
５
月
に
成
立
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
改
正
法
」
で
は
、
食
料
の
価
格
形
成
に
つ
い
て
「
持
続
的
な

供
給
に
要
す
る
合
理
的
な
費
用
」
を
考
慮
す
べ
き
と
さ
れ
て
お

り
、
国
に
お
い
て
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
に
よ
り
物
価
高
騰
分
を
農
畜
産
物
へ
価
格
転

嫁
を
促
す
た
め
の
法
制
化
も
視
野
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
国
の
動
向
を
注
視
の
上
、
生
産
者
の

経
営
安
定
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

「
い
じ
め
・
不
登
校
」
問
題
に
つ
い
て

質　
「
い
じ
め
・
不
登
校
」
の
認
定
と
児
童
生
徒
の
対
応
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】　
全
学
校
で
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個
別
面

談
を
行
い
、「
嫌
な
思
い
を
し
た
」
と
い
う
声
を
拾
い
上
げ
、

子
供
の
立
場
に
立
っ
て
い
じ
め
を
認
知
し
、
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の

判
断
と
な
ら
な
い
よ
う
校
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
「
い
じ
め
対
策

組
織
」
で
判
断
。
子
供
の
安
全
性
を
確
保
し
事
情
を
確
認
し
た

上
で
適
切
な
指
導
を
す
る
な
ど
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を

含
め
た
組
織
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
不
登
校
は
、
欠
席
日
数
が
月
７
日
以
上
で
不
登
校
傾
向
に
あ

る
と
し
て
対
応
を
進
め
て
い
る
。
目
安
と
し
て
欠
席
が
連
続
３

日
間
で
理
由
に
よ
ら
ず
家
庭
訪
問
し
、
連
続
５
日
間
で
学
校
と

し
て
対
応
方
針
を
検
討
し
支
援
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
児
童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
の
相
談
窓
口
で
あ

る
「
お
な
や
み
ポ
ス
ト
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
相
談
で
き
る
体
制
の
整
備
に
も
努
め
て
い
る
。

　
子
供
同
士
の
中
に
「
何
を
言
っ
て
も
大
丈
夫
」、「
困
っ
た
と

き
は
お
互
い
さ
ま
」、「
異
な
る
価
値
観
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
」

と
い
っ
た
心
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
取
組
と
し
て
、「
岩
見

沢
型
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
を
全
市
的
に
展
開
し
て
い
る
。
今
後

も
学
校
と
教
育
委
員
会
が
一
丸
と
な
っ
て
組
織
的
な
対
応
を
進

め
て
い
く
。

　

市 

政 

ク 

ラ 

ブ

　
太　
田　
博　
之

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
武　
田　
貞　
行

一 般
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QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。一般質問

み 

ど 

り 

の 

会

　
松　
本　
一　
郎

第
　
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
選
挙
事
務
に
つ
い
て

質　
投
票
事
務
従
事
者
の
役
職
と
選
任
方
法
に
つ
い
て

答　
【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
】
各
投
票
所
に
は
、
市
職
員

の
管
理
職
か
ら
投
票
管
理
者
１
名
、
係
長
職
か
ら
同
職
務
代
理

者
１
名
、
係
員
か
ら
事
務
従
事
者
数
名
を
配
置
し
て
い
る
。

質　
職
員
へ
の
選
挙
事
務
事
前
説
明
会
の
単
位
、
規
模
、
内
容

に
つ
い
て

答　
投
票
管
理
者
を
対
象
に
事
前
説
明
会
を
行
い
、
前
年
度
以

降
か
ら
の
変
更
点
や
事
務
従
事
に
関
す
る
連
絡
事
項
な
ど
、
当

日
の
投
票
事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

質　
投
票
所
で
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

答　
今
回
の
件
に
関
し
て
は
、
大
変
、
遺
憾
に
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
各
投
票
管
理
者
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
入

場
券
を
忘
れ
た
場
合
も
含
め
て
投
票
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
他

に
は
無
く
、
適
切
に
対
応
し
投
票
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

質　
再
発
防
止
に
向
け
た
考
え
に
つ
い
て

答　
職
員
が
利
用
し
て
い
る
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
情
報
共
有
掲
示
板

へ
の
「
投
票
事
務
の
手
引
」
の
掲
載
や
投
票
管
理
者
へ
の
説
明

会
の
開
催
、
資
料
の
配
布
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
投
票

事
務
に
お
け
る
情
報
共
有
や
要
点
の
共
通
認
識
を
図
り
、
そ
の

中
で
特
に
注
意
す
べ
き
点
な
ど
、
今
回
の
事
例
の
反
省
を
含
め

て
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
な
ど
の
改
善
を

行
う
と
と
も
に
、事
務
従
事
者
に
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
「
投

票
事
務
の
手
引
」
を
熟
知
し
理
解
を
す
る
こ
と
を
徹
底
し
、
適

切
な
選
挙
を
執
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
赤
字
の
原
因
や
令
和

６
年
度
及
び
今
後
の
見
込
み
や
考
え
方
に
つ
い
て

質　
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
令
和
５
年
度
決
算
は
約
11
億
２
千
万
円
の
収
支

不
足
、う
ち
市
立
総
合
病
院
の
収
支
不
足
は
約
10
億
４
千
万
円
。

患
者
数
が
感
染
症
拡
大
前
の
水
準
に
戻
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
補

助
金
の
大
幅
な
減
額
、
人
件
費
や
物
価
の
上
昇
が
収
支
不
足
の

主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
患
者
数
の
急
激
な
回
復
は

見
込
ま
れ
な
い
と
想
定
し
、
抜
本
的
な
対
策
と
し
て
労
災
病
院

と
の
経
営
統
合
を
令
和
８
年
４
月
に
前
倒
し
す
る
こ
と
と
し
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
や
機
器
な
ど
の
医
療
資
源
の
集
約
化
を
図
り
、

こ
れ
ま
で
両
病
院
で
担
っ
て
き
た
診
療
を
継
続
す
る
こ
と
を
両

設
置
者
間
で
の
協
議
を
経
て
決
定
し
た
と
こ
ろ
。

質　
ご
み
処
理
経
費
に
つ
い
て

答　
令
和
５
年
度
決
算
は
歳
入
で
は
約
３
億
６
千

930
万
円
で
前

年
度
に
比
べ
約
千

700
万
円
減
少
。
歳
出
で
は
約
13
億
６
千

300
万

円
で
前
年
度
に
比
べ

920
万
円
増
加
。
有
料
化
開
始
の
平
成
27
年

度
と
比
較
し
て
ご
み
処
理
費
用
の
市
負
担
額
が
約
９
千

800
万
円

増
加
し
、
市
民
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
歳
入
が
減
少
傾
向
で
あ
る
一
方
、
歳
出
は
人
件
費
の
上
昇

や
燃
料
等
の
高
騰
に
よ
り
、
負
担
が
増
加
す
る
見
込
み
。

　

ご
み
減
量
化
検
討
委
員
会
に
よ
る
提
案
を
基
に
、「
ご
み
の

減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
」「
ご
み
問
題
へ
の
意
識
向
上

と
処
理
負
担
の
公
平
化
」
の
観
点
か
ら
、
ご
み
処
理
手
数
料
の

改
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｄ
Ｘ
社
会
に
お
け
る
、
岩
見
沢
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略

質　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
の
今
後
の
方
向
性

答　
【
市
長
】
当
市
の
強
み
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
と
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策
の
相
乗
効
果
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
や
人
口
縮

減
社
会
に
お
け
る
社
会
基
盤
の
持
続
性
確
保
に
向
け
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
す
る
産
学
官
が
連
携
し
特
性
や
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
や
新
た
な
社
会
環
境
の
実
現
を

さ
ら
に
加
速
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。
質　
部
活
動
の
受
け
皿
り

質　
新
病
院
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

答　
基
本
計
画
内
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
整
備
方
針
に
お

い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
次
世
代
先
端
技
術
を
活
用
し
、
患

者
や
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム
や
、
職
員
が
働
き
や

す
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
、
患
者

の
待
ち
時
間
の
短
縮
や
有
効
活
用
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
ほ

か
、
音
声
に
よ
り
、
診
察
や
看
護
記
録
の
入
力
を
可
能
に
す
る

シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

質　
ラ
ピ
ダ
ス
を
核
と
し
た
北
海
道
産
業
の
再
編
を
踏
ま
え
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
等
の
誘
致
に
つ
い
て

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
や
立
地
優
位
性
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
関
連
や
半

導
体
関
連
企
業
の
誘
致
活
動
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
情
報

収
集
を
は
じ
め
、
市
独
自
の
意
向
調
査
等
の
実
施
や
北
海
道
土

地
開
発
公
社
と
連
携
し
、
企
業
の
勣
向
把
握
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取

り
組
む
等
、
道
内
に
お
け
る
半
導
体
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を

担
う
デ
ジ
タ
ル
関
連
企
業
等
の
誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

み 

ど 

り 

の 

会

　
河　
合　
清　
秀

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
新　
井　
優　
也

50
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公 

明 

党

　
猪　
口　
満　
雅

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

質　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
自
治
体
間
の
連
携
に
つ

い
て

答　
【
市
長
】
令
和
５
年
２
月
よ
り
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
」
を
導
入
し
、
北
海
道
内
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
を
導
入
し
て
い
る
15
市
12
町
と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
当

事
者
の
転
入･

転
出
時
の
住
所
異
動
に
係
る
手
続
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。
道
外
の
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
個

別
に
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
が
、
全
国
的
に
自
治
体
間
連
携
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
足
し
て
お
り
、
令
和
６
年
11
月
１
日

現
在
、
25
ブ
ロ
ッ
ク

169
自
治
体
が
加
入
し
て
い
る
。

質　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
当
事
者
の
生
き
づ
ら
さ
の
解
消
の
た
め
の

「
場
所
づ
く
り
」
の
サ
ポ
ー
ト
、
理
解
を
深
め
る
取
組
に
つ
い
て

答　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
当
事
者
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
当
事
者
や
当
事
者

団
体
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
他
市
町
村
の
取
組
を
調
査
す
る
。

　
当
市
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
「
性
の
多
様
性
」
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
様
々
な
悩
み
を
持
つ
方
に
寄
り
添
っ
た

行
動
が
で
き
る
よ
う「
性
の
多
様
性
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
令
和
３
年
に
策
定
し
、
岩
見
沢
市
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
に

「
性
の
多
様
性
」
に
関
す
る
専
用
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
市
民
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
市
内
小
中
学
校
へ
の
出
前
講
座
、
市
職
員
や
養
護
教
諭

等
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
正
し
い

知
識
の
習
得
と
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
へ
の

公
的
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

質　
公
的
助
成
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】「
聴
こ
え
80
・
30
運
動
」
は
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
頭

頸
部
外
科
学
会
が
提
唱
し
て
い
る
、「
80
歳
で
30
デ
シ
ベ
ル
の

聴
力
を
保
と
う
と
す
る
運
動
」
で
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
延
伸

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
勣
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
市
で
は
、
本
年
10
月
よ
り
加
齢
性
難
聴
を
早
期
発
見
す
る
た

め
、
岩
見
沢
市
医
師
会
と
連
携
し
、
加
齢
に
よ
っ
て
「
聴
こ
え
」

が
衰
え
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

具
体
的
に
は
、
聴
力
低
下
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
や
、

無
料
ア
プ
リ
の
紹
介
、
市
内
の
耳
鼻
咽
喉
科
一
覧
を
掲
載
す
る

な
ど
、啓
発
を
目
的
と
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
内
25
箇
所
に
あ
る
地
域
の
通
い

の
場
な
ど
に
お
い
て
配
付
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
の
講
話

を
実
施
し
た
後
に
、
耳
の
聴
こ
え
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、
該

当
す
る
項
目
が
多
い
方
に
は
耳
鼻
咽
喉
科
へ
の
受
診
（
医
療
保

険
適
用
）
を
勧
奨
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。

　
今
後
も
岩
見
沢
市
医
師
会
と
連
携
し
、
早
期
の
受
診
行
動
に

つ
な
が
る
よ
う
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
周
知
啓
発

を
図
っ
て
い
く
。

　
加
齢
性
難
聴
へ
の
公
的
助
成
制
度
は
本
来
、
障
害
者
総
合
支

援
法
の
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
、
年
齢
に
限
ら
ず
全
国
一
律
の
制
度

と
し
て
受
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
、
全
国
市
長
会
を
通

じ
て
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

質　
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
の
導
入
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
平
成
28
年
４
月
に
国
が
公
表
し
て
い
る
「
避
難

所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
は
、「
避

難
所
の
質
の
向
上
を
考
え
る
と
き
、参
考
に
す
べ
き
国
際
基
準
」

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
当
市
の
避
難
所
運
営
に
お
い
て
は
、
こ

の
国
の
「
避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
、
国
か
ら
の
通
達

を
参
考
に
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
具
体
的
な
取
組
を
申
し
上
げ
る
と
、
避
難
所
の
１
人
当
た
り

の
ス
ペ
ー
ス
は
４
平
方
メ
ー
ト
ル
で
算
定
、
生
理
用
品
は
１
人

当
た
り
月
15
個
で
算
定
し
備
蓄
、
１
人
当
た
り
最
低
毛
布
１
枚

と
フ
ロ
ア
ー
マ
ッ
ト
１
枚
の
提
供
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
テ
ン
ト
や

間
仕
切
り
パ
ネ
ル
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
の
確
保
、
粉
ミ
ル

ク
に
加
え
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
す
る
な
ど
、
一
定
の
ス
フ
ィ
ア

基
準
を
満
た
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
の
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

国
か
ら
の
通
達
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
ス
フ
ィ
ア
基
準

も
参
考
に
し
た
中
で
、
避
難
所
運
営
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
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共 
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自
衛
隊
の
学
校
で
の
勧
誘
等
に
つ
い
て

質　
防
災
訓
練
等
を
利
用
し
た
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】
自
衛
隊
の
「
見
学
」「
体
験
」「
講
演
」
な
ど

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
と
６
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
自

衛
隊
へ
の
就
職
に
興
味
の
あ
る
生
徒
を
対
象
と
し
た
説
明
会
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
に
お
け
る
職
業
講
話
、
防
災
教
育
に
関

す
る
講
話
な
ど
、
中
学
校
と
緑
陵
高
校
で
延
べ
５
件
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
生
徒
の
希
望
や
教
育
的
観
点
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
防
災
訓
練
等
を
利
用
し
た
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
進
路
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
な
ど
は
あ
る
が
、
自
衛
官
の
募
集
に
関
す
る
事
案
は
な

い
。

質 　
当
市
の
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

答　
本
市
に
お
い
て
は
、
自
衛
官
の
募
集
に
関
す
る
事
案
は
発

生
し
て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
に
つ
い
て

質　
肺
炎
に
よ
る
死
亡
数
、
死
因
別
の
肺
炎
死
順
位
の
推
移

答　
【
市
長
】
平
成
29
年
ま
で
は
年
間
60
人
か
ら
90
人
程
度
、

平
成
30
年
以
降
は
年
間
40
人
か
ら
70
人
程
度
で
推
移
し
て
お

り
、
肺
炎
死
順
位
は
、
平
成
28
年
ま
で
は
死
亡
原
因
の
第
３
位
、

平
成
29
年
以
降
は
全
国
と
同
様
の
第
５
位
と
な
っ
て
い
る
。

質　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン･

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
公
費
助
成
の
内
容
と
接
種
率

答　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
８
千

830
円
の
う
ち
自
己

負
担
額
は
２
千

600
円
、
残
り
の
約
７
割
は
公
費
で
助
成
、
令
和

５
年
度
の
接
種
率
は
23
・
9
％
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

接
種
費
用
４
千

150
円
の
う
ち
自
己
負
担
額
は
ワ
ク
チ
ン
相
当
額

の
１
千

400
円
、
そ
の
他
の
手
技
料
な
ど
を
公
費
で
助
成
、
令
和

５
年
度
の
接
種
率
は
54
・
１
％
。

質　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
周
知
・
注
意
喚
起
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

答　
岩
見
沢
保
健
所
か
ら
毎
週
提
供
さ
れ
る
感
染
症
発
生
情
報

に
よ
り
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
感
染
症

の
発
生
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
北
海
道
か
ら
発
令
さ
れ
た
警

報
や
注
意
報
は
随
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お
い
て
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ま
ん
延
状
況
な
ど
を
論
点
に
定
期
接
種
化
へ
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
市
独
自
の
費
用
助
成
は
考
え
て

い
な
い
が
、
定
期
接
種
化
に
向
け
た
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質　
各
種
計
画
の
基
軸
と
な
る
「
地
域
の
未
来
予
測
」
を
示
す

意
義
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
行
政
運

営
に
お
い
て
、
選
択
と
集
中
の
視
点
に
よ
る
取
組
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
市
民
の
皆
様
に
対
し
て
も
、
末
来
の
あ
る
べ
き

姿
に
向
け
て
実
現
す
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
可
視
化
さ
れ
た
客
観
的
な
デ
ー
タ
等
を
追
加
す

る
こ
と
は
、有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、

数
十
年
単
位
の
超
長
期
に
わ
た
る
予
測
を
一
定
の
精
度
で
示
す

に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
推
計
方
法
が
確
立

さ
れ
て
い
る
人
口
動
態
を
中
心
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
客

観
性
が
高
い
行
政
情
報
の
活
用
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ほ

ぼ
全
て
の
個
別
計
画
の
策
定
に
際
し
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
の
観
点
か
ら
、
現
状
分
析
と
人
口
等
の
推
計
デ
ー
タ
を
組
み

合
わ
せ
、
未
来
を
起
点
と
し
た
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

　
広
域
連
携
の
取
組
に
お
い
て
は
、
南
空
知
圏
域
広
域
連
携
加

速
化
事
業
の
中
で
、
市
町
間
や
圏
域
外
と
の
人
流
の
分
析
な
ど

を
行
い
、
定
住
自
立
圏
に
お
け
る
連
携
事
業
の
構
築
を
検
討
し

て
い
る
。
総
合
計
画
で
は
、
基
本
目
標
ご
と
に
「
10
年
後
の
目

指
す
姿
」を
掲
げ
て
い
る
が
、こ
れ
は
、人
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
の
ほ
か
、

各
個
別
計
画
に
お
い
て
集
積
し
た
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、「
総

合
計
画
策
定
市
民
会
議
」
を
は
じ
め
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

や
若
者
、
女
性
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
通
じ
て
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
。
今
後
に
お
い
て
も
、
よ

り
よ
い
計
画
づ
く
り
や
政
策
の
立
案
と
推
進
に
努
め
る
。
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民 

優 

会

　
大　
和　
　
　
勝

義
務
教
育
学
校
岩
見
沢
市
立
く
り
さ
わ
学
舎
の

開
校
に
つ
い
て

質　
岩
見
沢
市
立
く
り
さ
わ
学
舎
の
教
育
方
針
や
理
念
に
つ
い

て答　
【
教
育
長
】
来
年
４
月
に
開
校
予
定
の
「
く
り
さ
わ
学
舎
」

で
は
、「
く
り
さ
わ
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
」「
く
り
さ
わ
で
育
て

て
よ
か
っ
た
」「
く
り
さ
わ
で
生
き
て
よ
か
っ
た
」
を
学
校
運

営
の
基
本
理
念
と
し
、
目
指
す
児
童
生
徒
像
に
「
ふ
る
さ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
、
自
ら
の
人
生
を

た
く
ま
し
く
、
し
な
や
か
に
生
き
ぬ
く
児
童
生
徒
」
を
掲
げ
、

施
設
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
の
強
み
を
生
か
し
た
教
育
に
取

り
組
み
た
い
。

　
栗
沢
地
域
は
、
住
民
の
地
域
へ
の
愛
着
が
深
く
、
住
民
相
互

の
信
頼
関
係
も
厚
い
と
い
う
地
域
性
を
有
し
て
お
り
、
子
供
た

ち
を
地
域
全
体
で
育
む
と
い
う
風
土
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
風
土
は
、
お
話
の
あ
っ
た
土
佐
山
地
区
に
も

似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
地
域
の
方
々
の
力
強
い
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、「
使
え
る
英
語
」
を
目
指
し
た
１
年
生
か
ら
の
英
語
教
育
、

ふ
る
さ
と
栗
沢
を
深
く
学
ぶ
「
探
求
的
な
学
習
」、
栗
沢
認
定

こ
ど
も
園
と
の
連
携
に
よ
る
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
教
育
な
ど

を
推
進
し
、
誰
も
が
基
本
理
念
を
実
感
で
き
、
目
指
す
児
童
生

徒
像
が
実
現
で
き
る
、
栗
沢
ら
し
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。

質　
先
進
校
の
事
例
の
取
り
入
れ
に
つ
い
て

答　
土
佐
山
学
舎
を
含
む
先
進
事
例
に
は
、
手
本
と
な
る
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
学
校
規
模
や
地
域
性
な
ど
も
踏
ま

え
、
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

不
登
校
生
徒
に
対
す
る
支
援
へ
の
取
組
に
つ
い
て

質　
不
登
校
生
徒
の
現
状
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】
令
和
５
年
度
、
年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
児

童
生
徒
数
は
、
小
学
校
65
名
、
中
学
校

147
名
で
、
令
和
４
年
度

と
比
較
し
、
小
学
校
で
９
名
、
中
学
校
で
15
名
増
加
。
不
登
校

の
状
況
と
し
て
は
、「
学
校
生
活
に
対
し
て
や
る
気
が
出
な
い

な
ど
」
の
割
合
が
32
・
1
％
、
続
い
て
、「
家
庭
生
活
の
変
化

に
関
す
る
こ
と
」
の
割
合
が
21
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

質　
不
登
校
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

答　
教
育
委
員
会
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
教
育
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
窓
口
と
し
て
、
公
認
心
理
師
や
ス

ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
職
員
に
よ
り
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
や
教
職
員
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
で
は
、
空
き
教
室
を
利
用
し
た
個
別
の
学
習

支
援
や
、体
や
心
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
保
健
室
登
校
の
実
施
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
提
供
な
ど
を
実
施
。
さ
ら
に
、
登
校
支
援

室
「
み
ら
い
わ
」
で
「
遊
ぼ
う
・
楽
し
も
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
、
各
家
庭
と
連
携
し
た
支
援
に
努
め
て
い
る
。

質　
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不
登
校
生
徒
に
対
す
る
支
援
へ

の
考
え
方
に
つ
い
て

答 　

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
、
メ
タ

バ
ー
ス
を
活
用
し
た
学
習
支
援
や
教
育
相
談
な
ど
、
多
様
な
学

び
の
機
会
を
提
供
す
る
取
組
を
実
施
す
る
予
定
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
直
接
対
話
を
重
ね
な
が
ら
不
登
校
児
童
生
徒
を
支

援
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
が
、
今
後
は
メ
タ
バ
ー
ス
の

活
用
を
含
め
、多
様
な
学
び
の
機
会
や
支
援
策
も
検
討
し
た
い
。

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
枝　
廣　
晴　
基
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審議結果・議案に対する賛否

※可決した意見書案の全文は、市議会ホームページでご覧になれます。

  第４回定例会まで提出された次の陳情・要望書は全議員に写しが配付されました。

■ 学校教材備品の計画的な整備推進について

■ 臓器移植に関わる不正な臓器取引、移植ツーリズム等を防止するための法整備等について

■ 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設について

■ 将来に希望が持てる次期基本計画の改訂と現場に寄り添った農業政策の実現について

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果

議案第 57 号 岩見沢市印鑑条例の一部改正について 原 案 可 決

議案第 58 号 いわみざわ地域交流センター条例の一部改正について 〃

議案第 59 号 岩見沢市栗沢クラインガルテンの指定管理者の指定について 〃

議案第 60 号 いわみざわ北村温泉施設の指定管理者の指定について 〃

議案第 61 号 令和６年度岩見沢市一般会計補正予算について（第５号） 〃

議案第 62 号 一般職員の給与に関する条例等の一部改正について 〃

議案第 63 号 令和６年度岩見沢市一般会計補正予算について（第６号） 〃

議案第 64 号 令和６年度岩見沢市特別会計国民健康保険費補正予算について（第１号） 〃

議案第 65 号 令和６年度岩見沢市特別会計高等学校費補正予算について（第２号） 〃

議案第 66 号 令和６年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について（第２号） 〃

議案第 67 号 令和６年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費補正予算について（第１号） 〃

諮問第 2 号 人権擁護委員の候補者の推薦について【河原 政志氏】 同　　　意

諮問第 3 号 人権擁護委員の候補者の推薦について【干場 幸宏氏】 〃

意見書案第 17 号 将来に希望が持てる次期基本計画の改訂と現場に寄り添った農業政策の実現について 原 案 可 決

会　派　名 市民クラブ 市政 民優 公明 共産 みどり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　　　　議　案　名

伊
澤
幸
信

宮
下　

透

平
野
義
文

武
田
貞
行

木
村
光
宏

新
井
優
也

枝
廣
晴
基

坂
井
秋
子

豊
岡
義
博

峯　

泰
教

野
尻　

清

太
田
博
之

石
黒
武
美

日
向
清
一

大
和　

勝

坂
井
照
美

斉
須
正
友

猪
口
満
雅

上
田
久
司

山
田
靖
廣

河
合
清
秀

松
本
一
郎

議    49）令和５年度岩見沢市一般会計及び各特別会計決算の
           認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ 議　

　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議    58）いわみざわ地域交流センター条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況（賛否の分かれたもの）
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意見交換会・議会日誌

１２月

２日 ・各派代表者会議　・第 4回定例会　
・広報広聴委員会

６日 ・第 4回定例会
９日 ・第 4回定例会
１０日 ・第 4回定例会
１１日 ・総務常任委員会　・民生常任委員会

・経済建設常任委員会
１２日 ・総合戦略特別委員会
１３日 ・議員会役員会　・議会運営委員会

・第４回定例会　・総務常任委員会
・民生常任委員会　
・経済建設常任委員会
・広報広聴委員会

１７日 ・幹事長会議
１９日 ・総務常任委員会
２３日　・光陵中学校主権者教育

１１月

６～ 8日 ・民生常任委員会　
　（他都市調査）

１２～１４日 ・総務常任委員会　
　（他都市調査）

１３～１５日 ・経済建設常任委員会　
　（他都市調査）

２０日 ・清園中学校主権者教育
２１日 ・東光中学校主権者教育

・経済建設常任委員会
２２日 ・会議規則等改正検討委員会

・市民との意見交換会
２９日 ・議会運営委員会

　市議会では定例会の他にも、
委員会や研修会など、さまざまな
活動が行われています。
　１１月～１２月までの２か月の
市議会の活動をお伝えします。

～当日のタイムテーブル～
17：30 受付開始、議場見学　 19：00 グループ発表
18：00 開会、挨拶 19：20 まとめ、謝辞
18：10 「地域公共交通」について

概要説明
19：30 閉会

18：30 グループワーク

貴重なご意見をいただきました！
～期待する「公共交通」とは～

「市民との意見交換会」

実施いたしました！

　１１月２２日（金）市役所 4階委員会室にて開催されました「市民との意見交換会」には、現地・オンライン
参加で１５名の皆様にご参加いただきました。「地域公共交通」をテーマとし、様々な意見交換を行うことができ、
大変有意義な時間となりました。
　大変お忙しい中、ご参加いただきました皆様に感謝申し上げるとともに、頂戴いたしましたご意見は大いに参考
にさせていただきます。

・新病院に向けた路線の確保
・JR と連動した交通体系
・AI デマンドバス
・EV バスの導入
・非日常の空間の演出
・GX、DX の活用

報告書はこちらから➡

議会日誌
イ ン フ ォ

メ ー シ ョ ン
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主権者教育

「市民との意見交換会」

実施いたしました！

　社会問題や地域課題に対し、自ら考え、判断し、行動していく主権者を育成し、
将来の地方自治を担う子供達に地方議会への理解や関心を深めることを目的とした

「主権者教育」。
　本年度、岩見沢市議会では市内全中学校（３年生）を対象に実施しております。
東光中は議場にて、清園中、光陵中は議員が学校へ訪問するスタイルでの取組とな
りました。それぞれが考える「より良いまちづくり」や質問を立派に発表していま
した。緑中につきましては、２月に実施予定となっております。

主権者教育主権者教育
実施しました。実施しました。

～主権者教育実施内容　訪問スタイル～

＊正面に大きく資料を映し出し、「市議
会のしくみ」や「市民からの要望」、「議
員の活動」について説明しています。
　（１１月２０日清園中学校）

１１月２０日～清園中学校～ １２月２３日～光陵中学校～

メディア取材が
　　　行われました！

１１月２１日～東光中学校～

これから少子化対策にどう向
き合っていくかが大切だと
思った。

他の市町村に比べて除雪への
取組が進んでいることに驚い
た。

YouTube 配信している
と知らない人に宣伝する
と学生でも政治に興味を
持てる気がした。

市議会の仕組みや岩見沢の現
状を知ることができた。社会
で習ったことと関連して考え
ることができた。

感想を聞いてみました！

　NHK 札幌放送局に取材をしていただきました。
11月21日、議場で実施しました東光中学校（123
名）の主権者教育の授業の様子を撮影、取材して
いただきました。同日夕方、ほっとニュース道央
いぶり DAY ひだかにて、放送されました。
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　第４回定例会が令和６年１２月１３日をもって、閉会しました。
１３名の議員が一般質問を行い、今後の市政に関わる重要な議論とな
りました。議会として様々な課題に真剣に取り組んでおります。　
　今後も未来を見据え、開かれた議会を目指し議会一丸で諸課題解決
に向け努力を続けて参りますので、本年も何卒よろしくお願い申し上
げます。

議会広報広聴委員会委員　猪口　満雅
10

２月下旬２月下旬

編　集　後　記
  委員長　 宮下  透　　副委員長　 大和  勝

  委員
　新井　優也　　枝廣　晴基　　坂井　秋子　
　野尻　　清　　猪口　満雅　　山田　靖廣　
　松本　一郎

             令和７年第１回定例会は
       2 月下旬又は３月上旬

開会予定です。

議 会 広 報 広 聴 委 員 会

  次回の定例会
のご案内

他都市調査他都市調査
実施しました。実施しました。

○総務常任委員会○　11 月 12 日～ 14 日

○民生常任委員会○　11 月 6 日～ 8 日

各常任委員会では、市政の発展のため、先進地の視察を行っており
ます。
他都市調査終了後、各常任委員会で実施報告書 ( 全市）を作成し、
議会ホームページで掲載しております。また、各議員の参考となる
よう、全議員で共有しております。

他都市調査報告書はこちらから➡

保幼小中連携 ( 一貫）教育について
　　　　　　　　　　　( 高知県香南市）

学校給食の取組について
　　　　　　　　　　　( 高知県南国市）

高知市立義務教育学校　
土佐山学舎の取組について ( 高知県高知市）

加須市移動スーパー支援事業について
　　　　　　　　　　　( 埼玉県加須市）

脳の健康度チェック ( 認知症検診事業）について
　　　　　　　　　　　( 埼玉県草加市）

介護支援ボランティア制度について
　　　　　　　　　　　( 東京都稲城市）

○経済建設常任委員会○　11 月 13 日～ 15 日

菊鹿ワイナリー構想推進事業について
　　　　　　　　　　　( 熊本県山鹿市）

柳川市ワーケーションプランについて
　　　　　　　　　　　( 福岡県柳川市）

大牟田市まちなか活性化プランについて
　　　　　　　　　　　( 福岡県大牟田市）


